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製造事業所の皆さんへ
工業統計調査に
ご協力ください

（12月15日～1月14日）各 種 相 談

　12月から平成25年1月にかけて、平成24年工業
統計調査を行います。
　12月中旬以降に調査員が事業所に伺い、調査票
を渡しますので、12月31日現在の状況を正確に記
入してください。調査票については、平成25年1月
中に調査員が改めて伺います。
　なお、記入した内容の秘密は統計法に基づき厳
守されます。
▶問い合わせ　企画政策課統計担当（内線310）

　市内における放射線量の状況を把握、監視するために
放射線量の測定を定期的に行っています。測定値につい
ては、「市報ぎょうだ」や市ホームページ、各公民館（土・
日曜日、祝日を除く）で公表しています。
放射線量測定値（参考値）
・測定個所　行田消防署本署地内　・測定高　１メートル

※本市では、放射線量測定器の貸し出しを行っていま
す。事前に予約が必要となりますので、防災安全課ま
でご連絡ください。

▶問い合わせ　同課防災担当（内線 282）

測定日 測定時間 天　候 測定値
（マイクロシーベルト）

11月19日㈪
午前９時 曇り 0.07

午後３時 曇り 0.09

放射線量の測定を行っています

市税の納付には、「安心！確実！便利」な
口座振替をご利用ください。

今 月 の 納 税
市県民税・・・・・・・・・・・・4期
国民健康保険税・・・・・・・・・6期
介護保険料・・・・・・・・・・・6期
後期高齢者医療保険料・・・・・・6期

納期限　 12月25日㈫

相　　談 場　　所 日　　　程 時　　　間 問い合わせ

法律（予約制） 産業文化会館2階会議室 12月25日㈫※次回1月22日㈫の予約は1月
4日㈮から 午前9時～午後3時

地域づくり支援課
（内線252）

行政 産業文化会館2階会議室 12月17日㈪、1月7日㈪ 午後1時30分～3時30分

結婚 VIVAぎょうだ 12月16日㈰ 午前9時30分～11時30分
（受け付けは午前9時30分～11時）

消費生活多重債務 市役所 12月17日㈪～1月11日㈮の月～金曜日
※12月24日㈪・31日㈪～1月3日㈭を除く 午前9時30分～午後3時30分

相続、遺言、離婚、
日常生活の困り事 市役所 1月9日㈬※予約制 午後1時～4時50分

（受け付けは午後1時～4時）
埼玉県行政書士会埼北支部

☎554―2702

夫婦関係・ＤＶなど
（予約制） VIVAぎょうだ

12月15日㈯～1月12日㈯の木・土曜日
※12月29日㈯、1月3日㈭を除く
※各土曜日は市内在住の方対象に電話相談も受け付けます

午後1時～４時
(電話相談は午後1時～2時)

VIVAぎょうだ
☎556―9301

内職 市役所 12月18日㈫～1月11日㈮の火・金曜日
※1月1日㈫を除く 午前10時～午後4時 商工観光課

（内線383）

人権 南河原隣保館 1月9日㈬ 午後1時30分～3時30分 人権推進課（内線221）

税務 中央公民館
（「みらい」内） 12月18日㈫ 午後1時30分～3時30分 関東信越税理士会行田支部

☎554―1411

水道料金の休日納付 水道庁舎（前谷） 12月23日㈰、1月6日㈰ 午前8時30分～正午 水道課
☎553―0131水道料金の夜間納付 水道庁舎（前谷） 12月18日㈫・25日㈫、1月8日㈫ 午後5時15分～7時
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▶日　　時 平成25年1月11日㈮午後２時
▶場　　所 図書館ミーティングルーム
▶内　　容 絵本や紙芝居など
▶主　　催 おしゃべりインコの会

▶日　　時 12月15日㈯午後２時
▶場　　所　映像ホール
▶題　　名 美女と野獣ほか（計46分）
▶定　　員 80人（先着順）
▶入 場 料 無料

　４カ月児健診に合わせ保健センターで絵本を配布して
います。
▶日　　時 平成25年1月10日㈭午後１時受付開始
▶持 ち 物 母子健康手帳

第30回藍
あい

のまち羽生さわやかマラソン大会の参加
者募集
▶日　　時 平成25年3月10日㈰午前9時30分より

時差スタート※雨天決行
▶場　　所 羽生中央公園陸上競技場および市内

コース
▶種目・定員 【ハーフ】2,000人【10㎞】1,000人【5

㎞】500人（先着順）※中学・高校生は
ハーフの部への参加はできません。

▶参 加 費 一般3,000円、高校生1,500円、中学
生1,000円

▶申し込み 【郵便振替】12月14日㈮※当日消印有
効【インターネット・羽生市体育館窓
口】平成25年1月31日㈭※詳しくは羽
生市のホームページをご覧になるか、
大会事務局へ問い合わせください。

▶問い合わせ 藍のまち羽生さわやかマラソン大会事
務局（羽生市体育館内）☎563―0150

・拉致と決断（蓮池薫）
・サライの料理基本のき（「サライ」編集部)
・短夜の髪（澤田ふじ子）
・ビジュアル版学校の歴史２（岩本努、保坂和雄、渡辺賢二）
・あっちの豚こっちの豚（佐野洋子）
・こないかな、ロバのとしょかん（モニカ・ブラウン／文、

ジョン・パッラ／絵、斉藤規／訳）

▶日　　時 12月19日㈬午前10時30分～11時
▶内　　容 絵本、パネルシアターなど
▶対　　象 2、3歳児と保護者
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
▶日　　時 12月22日㈯午前11時
▶内　　容 絵本や手遊びなど
▶対　　象 幼児
▶主　　催 おはなしタンバリン
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
▶日　　時 平成25年1月5日㈯午後２時
▶内　　容 絵本など
▶対　　象 幼児・小学生
▶主　　催 おはなしの会
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
▶日　　時 平成25年1月12日㈯午後２時
▶内　　容 絵本や紙芝居など
▶対　　象 幼児・小学生
▶主　　催 おはなしポケット
※場所は、いずれも図書館おはなしのへや

不動ヶ岡不動尊總
そう

願
がん

寺
じ

節
せつ

分
ぶん

会
え

の鬼追い豆まき式
▶日　　時 平成25年2月3日㈰※鬼追い豆まき式は

正午、午後4時、午後8時30分の3回（予定）
▶場　　所　不動ヶ岡不動尊總願寺（加須市不動岡2

―9―18）
▶内　　容　赤鬼が振りまくたいまつの火の粉を浴

びると、厄よけになるといわれ、無病
息災・家内安全・商売繁盛などを祈願
する大勢の参拝客でにぎわいます。

▶問い合わせ　加須市商業観光課☎0480―62―1111
　　　　　 （内線276）

ブックスタート

読み語りの会

午前9時30分～午後7時
12月3日㈪・10日㈪・17日㈪・25日㈫・
28日㈮～平成25年1月4日㈮・7日㈪

新 着 図 書

おはなし会

開館時間
休 館 日

※休館中の図書の返却はブックポストをご利用ください

※変更となる場合もあります

移動図書館巡回日程

定例子ども映画会

北彩タウン情報
♪でかけませんか となりまち♬♪でかけませんか となりまち♬

加須市

羽生市

太田西小 12 月18日㈫

荒 木 小 12 月19日㈬

泉 小 １ 月10日㈭

埼 玉 小 １ 月11日㈮
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Gyoda City Photo Studio
2012

のぼう様と石田三成がイメージチェンジ

　10月21日、古代蓮の里東側の田んぼで田んぼアート
米づくり体験事業（稲刈り作業）が行われました。
　この催しは、田んぼアートの絵柄部分を残して稲刈り
を行うもの。作業開始から約2時間後、田んぼに描かれ
た「のぼう様」こと成田長親と石田三成は、立体的な表
情を見せてくれました。季節によって、さまざまな表情を
見せる田んぼアート。来年はどんな図柄が描かれるか、今
から楽しみです。

雨にも負けず

　10月28日、総合公園自由広場で第62回市民体育祭
が開催されました。
　開会式途中から降り出した雨の影響により、午前中の
種目のみの実施となった今大会。廻旋フットボールリレ
ーや三種混合リレー、紅白玉入れなどの種目に出場した
選手たちは、悪天候にも関わらず、地区の勝利に貢献し
ようと全力で競技に臨んでいました。

緊急走行時の安全運転を再確認

　10月14日・21日、行田自動車教習所で「行田市消防団員
緊急車両運転技能講習」が行われました。
　この講習は、消防団員が消防車両を緊急走行する際の注意
事項を改めて確認するもので、消防団員は学科と技能の講習
を受講しました。技能講習では、同教習所の指導員が消防車
両に同乗し、団員の運転技能について的確なアドバイスをし
ていました。
　緊急走行時の安全運転は、交通事故を未然に防ぐためだ
けではなく、より迅速な現場到着を可能とするでしょう。

大満足の行田こどもまつり

　10月21日、秋晴れの下、水城公園市民広場で第23回
浮き城のまち行田こどもまつりが行われ、たくさんの来
場者でにぎわいました。
　バルーンアートやぬいぐるみ作り、クラフト作りなど、
どれも子供たちが喜ぶものばかり。子供たちは、両手に
持ちきれないほどの作品を作り、大満足の1日を過ごし
ていました。

写真館

写真館
「のぼうの城」の世界へようこそ

　11月11日、市役所周辺で第33回行田商工祭・忍城
時代まつりが開催されました。
　今年の目玉は「のぼうの城」時代絵巻。忍城おもてな
し甲冑隊、関ケ原東西武将隊、公募の領民や全国から
集まった自前甲冑隊など、総勢約100人で再現された
忍城攻防戦は圧巻でした。物産バザールのほか、忍城
東門前では火縄銃の演武が行われ、行田のまちが「の
ぼうの城」一色に染まった1日でした。

健康づくりに自然の恵みを！

　10月22日、群馬県上野村で「健康づくりにおける相互応援に
関する協定締結式」が行われました。
　関東一の清流である神流川が流れ、豊かな森林に恵まれた
上野村は、全国48カ所ある森林セラピー会場の一つに指定され
ており、豊富な湯量を誇る温泉や初心者から楽しめる登山コー
スなど、健康づくりに効果的な資源を有する魅力溢れる村です。
　本市では、心身の健康づくり事業に上野村の豊かな自然を積
極的に活用していくほか、イベントや事業を実施し、同村との交
流を深めていきます。

「もっと読みたい」思いを育てる

　10月30日、中央小学校で行われたセカンドブック
贈呈式を皮切りに、市内16小学校でセカンドブック事
業がスタートしました。
　小学1年生を対象にしたこの事業は、本を読むことの
大切さを伝えるため、厳選した20冊の中からお気に入
りの1冊を児童に贈呈するもの。式では読み聞かせボラ
ンティアによる本の朗読も行われ、児童たちは目をきら
きらと輝かせながら物語に聞き入っていました。

元気ハツラツ！

　11月3日、総合公園野球場で2012第2回行田野球フェス
ティバルが開催されました。
　この催しは、行田市野球連盟が市民の皆さんに少しでも野
球に関心を持ってもらおうと昨年から開催したもの。今回は、
地元の進修館高校をはじめ、不動岡高校、甲子園出場経験が
ある熊谷商業高校、群馬県立高崎高校の4校による交流試合
が行われました。高校球児らしくハツラツとプレーする選手た
ちに、スタンドから熱い視線が送られていました。

か ん な
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姉
妹

	
向
町	

渡
月
　
　
峯

孫
の
指
触
れ
て
握
ら
れ
あ
た
た
か
し

	

荒
木	

藤
田
　
栄
之

偲し
の

ば
る
る
石
田
堤
や
草
紅
葉

	

矢
場	

鈴
木
か
づ
の

赤
と
ん
ぼ
一
度
は
嫌
ふ
杭く

い

の
先

	

天
満	

青
柳
　
欣
吾

腰
痛
め
読
書
三ざ

ん

昧ま
い

こ
た
つ
か
な

	

佐
間	

藤
田
　
久
聲

ほ
た
る
草
学
び
つ
づ
け
て
八
十
路
こ
え

	

長
野	

吉
野
　
ら
ん

秋
晴
れ
に
忍お

し

の
歴
史
を
学
ぶ
な
り

　
　
　
　
　（
木
島
　
斗
川
　
監
修
）

「
読
み
聞
か
せ
」で

　
　
子
供
た
ち
の
豊
か
な
心
を
育
成

荻
野
春
江
さ
ん
（
80
歳
・
北
河
原
）

　
「
読
書
を
通
し
て
、
子
供
た
ち
の
心
が
豊
か
に
な

っ
て
ほ
し
い
。
そ
の
お
手
伝
い
と
し
て
『
読
み
聞
か

せ
』
を
や
っ
て
い
ま
す
」
と
穏
や
か
な
表
情
で
語
る

の
が
、
今
月
紹
介
す
る
荻
野
春
江
さ
ん
で
す
。

　
35
年
間
の
教
員
生
活
の
大
半
を
過
ご
し
た
北
河
原

小
学
校
で
、読
み
聞
か
せ
を
行
っ
て
い
る
荻
野
さ
ん
。

普
段
は
月
1
回
、
授
業
開
始
前
の
20
分
間
を
利
用
し

て
行
っ
て
い
ま
す
が
、秋
の
読
書
週
間
の
と
き
に
は
、

国
語
の
授
業
の
一
環
と
し
て
開
催
さ
れ
る
「
読
み
聞

か
せ
読
書
会
」
で
も
読
み
聞
か
せ
を
行
い
、
児
童
だ

け
で
な
く
保
護
者
や
地
域
の
方
か
ら
も
好
評
を
得
て

い
ま
す
。

　

読
み
聞
か
せ
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
の
は
12
年

前
。
当
時
の
同
校
校
長
か
ら
「
本
の
読
み
聞
か
せ
を

取
り
入
れ
、
子
供
た
ち
の
豊
か
な
感
性
を
育
て
て
い

き
た
い
。
そ
し
て
、
生
涯
に
わ
た
る
自
己
啓
発
の
基

盤
を
培
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
荻
野

さ
ん
の
力
を
貸
し
て
ほ
し
い
」
と
依
頼
を
受
け
た
こ

と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。「
私
に
で
き
る
だ
ろ
う
か
」

と
悩
み
ま
し
た
が
、
少
し
で
も
子
供
た
ち
の
役
に
立

て
れ
ば
と
思
い
、
そ
の
依
頼
を
引
き
受
け
た
そ
う
で

す
。「
や
る
か
ら
に
は
、
子
供
た
ち
が
聞
い
て
良
か

っ
た
と
い
う
時
間
に
し
た
い
」
荻
野
さ
ん
は
、
子
供

た
ち
が
興
味
を
持
ち
そ
う
な
本
を
選
ぶ
た
め
に
、
市

内
外
の
図
書
館
や
本
屋
に
何
度
も
足
を
運
ぶ
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
実
際
に
読
み
聞
か
せ
を
行
っ
て
み
る
と
、
目
を
輝

か
せ
て
話
を
聞
く
子
供
た
ち
の
姿
に
、「
子
供
た
ち

は
、
本
を
読
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
こ
ん
な
に
も
好
き

な
ん
だ
」
と
驚
い
た
そ
う
で
す
。
読
み
聞
か
せ
を
重

ね
る
に
つ
れ
て
「
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
く
れ
る
子
供

た
ち
に
も
っ
と
応
え
た
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
自
分

自
身
が
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
」
と

い
う
思
い
が
強
く
な
り
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朗
読
講
座
を
受

講
し
た
り
、
市
内
外
の
読
み
聞
か
せ
の
研
修
会
に
参

加
し
た
り
と
、
技
術
を
磨
い
て
い
き
ま
し
た
。
そ
し

て
、
12
年
間
の
活
動
を
通
し
て
、
独
自
の
読
み
聞
か

せ
を
確
立
。「
一
人
で
も
多
く
の
子
供
た
ち
に
、
喜

ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
」
と
学
校
や
地
域
の
方
と
協

力
し
な
が
ら
、
本
の
挿
絵
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
で
映

し
出
し
た
り
、
Ｂ
Ｇ
Ｍ
を
流
し
た
り
と
、
工
夫
を
凝

ら
し
な
が
ら
演
出
し
て
い
ま
す
。

　
「
幼
い
こ
ろ
か
ら
『
読
み
聞
か
せ
』
を
体
験
し
て

い
る
子
ど
も
は
、
自
然
と
本
に
興
味
を
持
っ
て
く
れ

る
ん
で
す
よ
」
と
う
れ
し
そ
う
に
語
る
荻
野
さ
ん
。

「
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
に
は
各
家
庭
で
、
ぜ
ひ
読
み
聞
か
せ
を
や

っ
て
ほ
し
い
で
す
」
と
、
に
こ
や
か
な
表
情
で
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
送
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

◎
皆
さ
ん
の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◎
俳
句
は
毎
月
5
日
ま
で
に
は
が
き
・
封
書

　で
広
報
広
聴
課
へ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

俳
句

「雪の奥入瀬渓谷」（和紙絵）
　　　　長谷川　三枝（北河原）
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○12月3日㈪〜28日㈮に電話またはEメールで広報広聴課広報広聴担当（内線318）
　※応募要領は市ホームページをご覧ください。
○応募者多数の場合は、1月7日㈪午前11時から市役所203会議室で公開抽選を行
います。　

平成24年2月生まれの
お子さんを募集します

　
性
別
や
年
齢

を
問
わ
ず
、
屋

内
で
気
軽
に
楽

し
め
る
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
と
し
て

人
気
の
高
い
卓

球
。
毎
週
火
曜

日
の
午
前
9
時

30
分
か
ら
11
時

30
分
ま
で
、
埼

玉
公
民
館
の
ホ

ー
ル
に
は
、「
さ

き
た
ま
卓
球
ク
ラ
ブ
」
の
皆
さ
ん
の
朗
ら
か
な

笑
顔
が
溢
れ
て
い
ま
す
。

　
同
公
民
館
で
開
催
さ
れ
た
「
卓
球
教
室
」
の

参
加
者
が
集
ま
り
、
平
成
15
年
に
結
成
さ
れ
た

同
ク
ラ
ブ
は
、
現
在
、
埼
玉
地
区
の
19
人
の
メ

ン
バ
ー
で
活
動
中
。
特
に
指
導
者
を
設
け
て
い

な
い
た
め
、
長
年
卓
球
を
続
け
て
い
る
ベ
テ
ラ

ン
の
メ
ン
バ
ー
が
中
心
に
な
っ
て
、
お
互
い
に

ア
ド
バ
イ
ス
し
な
が
ら
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
雰

囲
気
で
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　
「
ボ
ー
ル
を
狙
っ
た
と
こ
ろ
に
打
て
る
よ
う
に

な
る
こ
と
」
を
目
標
に
掲
げ
る
同
ク
ラ
ブ
。
一

見
簡
単
そ
う
で
す
が
、
ラ
ケ
ッ
ト
の
角
度
や
、

ボ
ー
ル
に
当
て
る
タ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
が
相
手
の

返
球
に
よ
っ
て
異
な
る
そ
う
で
す
。
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
力
を
身
に
付
け
れ
ば
、
ラ
リ
ー
を
長
く
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
上
、
試
合
で
レ
シ
ー
ブ
さ

れ
に
く
い
ポ
イ
ン
ト
を
狙
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
普
段
の
練
習
は
、
15
分
間
隔
で
相
手
を
代
え

な
が
ら
行
う
ラ
リ
ー
が
中
心
。
ラ
リ
ー
を
続
け

る
た
め
、
相
手
の
打
ち
や
す
い
場
所
に
適
度
な

ス
ピ
ー
ド
で
返
す
こ
と
を
意
識
し
て
い
る
そ
う

で
す
。
卓
球
は
、
相
手
と
の
距
離
が
近
く
、
お

互
い
の
表
情
が
よ
く
見
え
ま
す
。「
相
手
の
こ
と

を
考
え
て
丁
寧
に
返
球
し
、
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
打

ち
合
い
が
何
分
間
も
続
い
た
と
き
は
、
顔
を
見

合
わ
せ
て
大
喜
び
し
て
し
ま
い
ま
す
。
自
信
が

わ
き
、卓
球
が
ま
す
ま
す
好
き
に
な
り
ま
す
ね
」

と
、
皆
さ
ん
は
う
れ
し
そ
う
に
語
り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
も
う
一
つ
の
楽
し
み
は
、
年
に
一

度
の
親
睦
旅
行
だ
そ
う
で
す
。
宿
泊
先
で
卓
球

大
会
を
開
催
し
た
こ
と
も
あ
り
、「
ス
マ
ッ
シ
ュ

が
決
ま
れ
ば
拍
手
喝か

っ

采さ
い

。
試
合
が
き
っ
こ
う
す

れ
ば
す
る
ほ
ど
手
に
汗
握
る
熱
い
勝
負
に
な
っ

て
し
ま
い
、楽
し
い
ん
で
す
よ
」
と
に
っ
こ
り
。

卓
球
を
通
し
て
で
き
た
仲
間
と
の
思
い
出
は
、
何

も
の
に
も
代
え
が
た
い
よ
う
で
し
た
。

　
「
誰
で
も
手
軽
に
始
め
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、

奥
深
く
技
術
を
追
求
す
る
こ
と
も
で
き
る
ス
ポ

ー
ツ
な
の
で
、
1
人
で
も
多
く
の
人
に
親
し
ん

で
も
ら
い
た
い
」
と
ほ
ほ
笑
む
同
ク
ラ
ブ
の
皆

さ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
、
仲
間
と
共
に
ラ
リ
ー
を

通
じ
て
友
情
を
育
ん
で
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

吉
野
　
杏あ
ん
ずち

ゃ
ん（
棚
田
町
）

父
・
誠
さ
ん　
母
・
絵
里
子
さ
ん

平
成
23
年
12
月
5
日
生
ま
れ

「
い
つ
も
癒
や
し
を
あ
り
が
と
う
♡
」

大
木
　
瑠る

衣い

斗と

ち
ゃ
ん（
荒
木
）

父・一
也
さ
ん　
母・夏
美
さ
ん

平
成
23
年
12
月
26
日
生
ま
れ

「
我
が
家
の
わ
ん
ぱ
く
王
子
」

後
藤
　
麗り

緒お

奈な

ち
ゃ
ん（
忍
）

父・康
祐
さ
ん　
母・希
さ
ん

平
成
23
年
12
月
28
日
生
ま
れ

「
元
気
に
す
く
す
く
大
き
く
な
あ
れ
♡
」

柳
　
陽ひ
な
た大

ち
ゃ
ん（
行
田
）

父・裕
明
さ
ん　
母・沙
織
さ
ん

平
成
23
年
12
月
10
日
生
ま
れ

「
い
つ
も
笑
顔
で
、元
気
に
育
っ
て
ね
☆
」

北
郷
　
真ま

里り

奈な

ち
ゃ
ん（
谷
郷
）

父・真
一
さ
ん　
母・美
奈
さ
ん

平
成
23
年
12
月
26
日
生
ま
れ

「
元
気
で
明
る
く
優
し
い
子
に
。」

平成 23 年

12月生まれの
おともだち

さきたま卓球クラブ
〜ラリーで育む友情〜

▶問い合わせ　中沢☎559―4124
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広告掲載の問い合わせは、有限会社今津印刷所へ☎554─2245

　古代蓮の里公園を会場に、埼玉古墳群を走り抜ける
コースで開催します。
　また、ゲストランナーに大島めぐみさんをお迎えす
るほか、さまざまな企画を用意しています。

▶日　　時 平成25年4月7日㈰※雨天決行
 午前7時～8時30分受け付け
 午前8時10分開会式
▶場　　所 古代蓮の里からさきたま古墳公園を含む

周回コース

※区分は大会日を基準とします。ただし、小・中学生、
高校生はそれぞれ進級学年とします。

　（例）小学６年生で卒業式を終えた生徒は中学１年
生となります。

▶制限時間　ハーフマラソンの部は2時間30分、10㎞
の部は1時間30分、5㎞の部は40分（いず
れもゴール地点）※ハーフの部は、9㎞地
点（スタートから1時間5分）、16㎞地点（ス
タートから1時間55分）で通過制限時間を
設定します。制限時間後は、交通規制を
解除するため、レースの継続はできません。

▶表　　彰　各部
門1位 ～10位 に
賞状、賞品（ジョ
ギングの部を除
く ）※ 完 走 者 に
は、完走記録証
を即日発行しま
す。

▶申込方法
　【振替払込】
　所定の「払込取扱

票」にすべて記入
の上、最寄りの
ゆうちょ銀行・
郵便局で参加料
を添えて申し込
みください（必ず
1人1枚使用のこ
と ）。 ※ 振 込 手
数料として120円（ＡＴＭの場合は80円）が掛かりま
す。

　【インターネット】
　大会ホームページ（http://tekken-marathon.jp/）か

ら申し込みできます。参加料などの支払い方法は、
ホームページに記載しています。※定員になり次第
申し込みを締め切ります。

　【QRコード】
　携帯電話から申し込みできます。
▶申込締切
　【振替用紙】12月21日㈮まで
　※当日消印有効
　【インターネット】平成25年1月

30日㈬まで
▶注意事項
・大会当日の参加申し込みはでき

ません。
・参加申し込み者へ3月下旬に参加通知のはがきを郵送

しますので、当日必ず持参し、受け付けの際にナン
バーカードと引き換えてください。受け付けをしな
いと、大会に参加することができません。

・駐車場はありませんので、JR行田駅、総合公園から
の送迎バスをご利用ください。

▶主　　催 行田市体育協会
▶共　　催 行田市、行田市教育委員会、㈶行田市産業・

文化・スポーツいきいき財団
▶問い合わせ スポーツ振興課☎556―8336

競技種目 対　　象 スタート
時間 参加料 定　員

ハーフ

男子39歳以下の部（高校生含む）

午前
9時30分

3,000円
（高校生1,500円）

1,500
人

男子40歳代の部
男子50歳代の部
男子60歳以上の部
女子39歳以下の部（高校生含む）
女子40歳以上の部

10㎞

男子39歳以下の部（高校生含む）

午前
9時20分

1,000
人

男子40歳代の部
男子50歳代の部
男子60歳以上の部　　
女子39歳以下の部（高校生含む）
女子40歳代の部
女子50歳以上の部

5㎞

男子39歳以下の部（高校生含む） 

午前
9時10分

3,000円
（高校生1,500円）
（中学生   500円）

な　し

男子40歳以上の部
女子39歳以下の部（高校生含む）
女子40歳以上の部　
男子中学生の部
女子中学生の部

１㎞

小学6年生男子の部　　
午前

8時50分

400円 な　し

小学5年生男子の部　
小学4年生男子の部　
小学6年生女子の部　

午前9時
小学5年生女子の部　
小学4年生女子の部
ジョギング

第29回行田市鉄剣マラソン大会参加者募集第29回行田市鉄剣マラソン大会参加者募集
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▼
場
所　

忍
城
址
（
郷
土
博
物
館
）

鐘し
ょ
う
ろ
う

楼
付
近　
▼
内
容　
鐘
突
き
（
先

着
1
千
人
）、
各
種
催
し 

▼
問　
商

工
観
光
課
（
内
線
3
8
2
）

▼
日
時　
12
月
16
日
㈰
、
平
成
25
年

1
月
6
日
㈰
・
27
日
㈰
、
2
月
24
日

㈰
い
ず
れ
も
午
前
9
時
～
午
後
3
時

※
小
雨
決
行
、
降
雪
中
止　

▼
場

所　
星
宮
・
上
池
守
地
区
周
回
コ
ー

ス　

▼
内
容　

自
転
車
競
技
大
会　

▼
主
催　
一
般
社
団
法
人
埼
玉
県
自

転
車
競
技
連
盟　

▼
後
援　

行
田

市
、
行
田
市
教
育
委
員
会
ほ
か　
▼

問　
同
連
盟
☎
0
4
8
―
8
7
1
―

9
4
3
3

▼
日
時　
12
月
19
日
㈬
午
後
0
時
30

分
～
4
時　

▼
場
所　
「
み
ら
い
」

文
化
ホ
ー
ル　
▼
内
容　
浮
城
シ
ニ

ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
員
に
よ
る
踊

り
、
ダ
ン
ス
、
カ
ラ
オ
ケ
、
民
謡
な

ど
の
芸
能
披
露　
▼
入
場
無
料　
▼

主
催　
同
ク
ラ
ブ
連
合
会　
▼
そ
の

他　
申
し
込
み
不
要
※
出
演
者
は
同

ク
ラ
ブ
会
員
に
限
る　
▼
問　
同
ク

ラ
ブ
連
合
会
事
務
局
（
高
齢
者
福
祉

課
内
・
内
線
2
2
3
）

▼
日
時　
12
月
16
日
㈰
午
後
1
時
～

4
時　

▼
場
所　
「
み
ら
い
」
文
化

ホ
ー
ル　

▼
内
容　
【
ス
ペ
シ
ャ
ル

健
康
ト
ー
ク
】
宮
川
花
子
さ
ん
（
漫

才
師
）「
愛
を
み
つ
け
た
」、
川
嶋
賢

司
さ
ん
（
行
田
総
合
病
院
理
事
長
）

「
脳
卒
中
を
予
防
す
る
」、
川
島
治

さ
ん
（
行
田
中
央
総
合
病
院
院
長
）

「
聞
い
て
ナ
ッ
ト
ク
が
ん
予
防
」、
行

田
市
消
防
本
部
職
員
「
人
を
助
け
る

プ
ロ
の
ワ
ザ
」【
ス
ペ
シ
ャ
ル
体
験

コ
ー
ナ
ー
】
無
料
医
療
相
談
、
体
験

ゾ
ー
ン
、
パ
ネ
ル
展
示
、
行
田
フ
ラ

イ
･
ゼ
リ
ー
フ
ラ
イ
友
の
会
の
出
店

販
売
な
ど　

▼
定
員　

5
0
0
人

（
先
着
順
）　
▼
入
場
無
料
　
▼
主
催　

行
田
市
医
師
会　

▼
後
援　

行
田

市
、
行
田
市
消
防
本
部
、
行
田
フ
ラ

イ
・
ゼ
リ
ー
フ
ラ
イ
友
の
会　
▼
問　

同
医
師
会
☎
5
5
6
―
8
0
4
0

▼
雇
用
期
間　
平
成
25
年
1
月
15
日

㈫
～
3
月
29
日
㈮
（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
）
※
職
務
内
容
に
よ
り

異
な
り
ま
す
。　
▼
勤
務
時
間　
午

前
9
時
～
午
後
5
時
の
5
時
間
30
分

～
7
時
間　
▼
職
務
内
容　
受
付
案

内
、
パ
ソ
コ
ン
入
力
、
書
類
整
理
な

ど　
▼
募
集
人
数　
40
人
程
度　
▼

時
給　

8
6
0
円　

▼
選
考
方
法　

面
接
の
上
、
選
考
し
ま
す
（
パ
ソ
コ

ン
操
作
あ
り
）。　

▼
�　

行
田
税

務
署
に
電
話
連
絡
を
し
た
上
で
、
面

接
日
を
調
整
し
、
そ
の
日
に
市
販
の

履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
を
持
参
※
定

員
に
な
り
次
第
、
募
集
を
締
め
切
り

ま
す
。　
▼
問　
同
署
☎
5
5
6
―

2
1
2
1
（
自
動
音
声
案
内
で
２
番

を
選
択
）

▼
日
時　
平
成
25
年
1
月
12
日
～
3

月
16
日
の
毎
週
土
曜
日
午
前
10
時
～

11
時
30
分　
▼
場
所　
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
み
ず
し
ろ　

▼
内
容　

将
棋
の
技
術
向
上　
▼
講
師　
森
健

一
さ
ん　
▼
対
象　
小
学
4
年
生
～

中
学
生　
▼
定
員　
20
人　
▼
費
用

無
料　
▼
�
・
問　
12
月
27
日
㈭
ま

で
に
直
接
児
童
セ
ン
タ
ー
窓
口
☎

5
5
4
―
5
7
0
6

▼
日
時　
12
月
23
日
㈰
午
前
10
時
～

午
後
3
時
30
分　
▼
場
所　
古
代
蓮

の
里　
▼
内
容　
市
内
外
の
B
級
ご

当
地
グ
ル
メ
大
会
、
農
産
物
の
即
売

な
ど
を
行
う
農
業
祭
、
環
境
の
今
が

分
か
る
環
境
フ
ェ
ス
タ
、
忍
城
お
も

て
な
し
甲
冑
隊
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト
な
ど　

▼
主
催　

行
田
市
、

行
田
市
観
光
協
会
、
行
田
市
農
業
祭

実
行
委
員
会
、
行
田
市
環
境
フ
ェ
ス

タ
実
行
委
員
会
、
㈶
行
田
市
産
業
・

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
い
き
い
き
財
団　

▼
そ
の
他　
午
後
9
時
30
分
ま
で
古

代
蓮
の
里
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を

楽
し
め
ま
す
。　

▼
問　

同
協
会

（
商
工
観
光
課
内
・
内
線
3
8
9
）

▼
日
時　
12
月
31
日
㈪
午
後
10
時
～

平
成
25
年
1
月
1
日
㈫
午
前
1
時　

行
田
ゆ
く
年
く
る
年

健
康
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
1
2

行
田
税
務
署

非
常
勤
職
員

浮
城
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

第
1
回
い
き
い
き
芸
能
発
表
大
会

児
童
セ
ン
タ
ー

将
棋
ク
ラ
ブ
員
（
上
級
）

2
0
1
2
ぎ
ょ
う
だ“
夢
”ま
つ
り

～
食
と
農
・
環
境
と
光
の
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
～

イ
ベ
ン
ト

講

　習

　会

募

　
　集

平
成
24
年
度
埼
玉
県
ク
リ
テ
リ
ウ
ム

競
技
大
会
「
浮
城
の
ま
ち
　
行
田
ク

リ
テ
リ
ウ
ム
」
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日
㈮
ま
で
に
ひ
と
つ
く
り
支
援
課
ま

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
市

内
の
小
・
中
学
生
の
人
権
ポ
ス
タ
ー

お
よ
び
人
権
標
語
を
展
示
し
ま
す
。　

▼
問　
同
課
☎
5
5
6
―
8
3
1
9

▼
日
時　
平
成
25
年
1
月
12
日
㈯
午

前
10
時
～
正
午　
▼
場
所　
県
立
羽

生
実
業
高
等
学
校　
▼
講
座
名　
シ

ア
バ
タ
ー
で
作
る
メ
デ
ィ
カ
ル
ク

リ
ー
ム　
▼
対
象　
一
般　
▼
定
員　

20
人
（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は

抽
選
）　

▼
受
講
料　

1
千
5
0
0

円　

▼
�　

往
復
は
が
き
に
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
講
座
名
を
記
入

し
、
12
月
28
日
㈮
ま
で
に
県
立
羽
生

実
業
高
等
学
校
農
業
カ
ル
チ
ャ
ー
講

座
係
（
〒
3
4
8
―
8
5
0
2 

羽

生
市
羽
生
3
2
3
）　

▼
問　

同
校

☎
5
6
1
―
0
3
4
1

▼
日
時　
平
成
25
年
1
月
19
日
㈯
午

後
１
時
30
分
開
演　
▼
場
所　
産
業

文
化
会
館
ホ
ー
ル　

▼
演
題　
「
世

界
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
～
平
和
と

命
の
大
切
さ
～
」　

▼
講
師　

渡
部

陽
一
さ
ん
（
戦
場
カ
メ
ラ
マ
ン
・

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）　

▼
内
容　

戦

場
カ
メ
ラ
マ
ン
と
し
て
、
世
界
中
の

戦
争
や
被
災
地
を
飛
び
回
り
、
そ
こ

で
生
活
す
る
人
々
の
き
ず
な
や
命
の

大
切
さ
、
生
き
る
こ
と
の
素
晴
ら
し

さ
を
語
る　
▼
入
場
無
料
※
入
場
整

理
券
が
必
要　
▼
入
場
整
理
券
配
布　

12
月
22
日
㈯
午
前
9
時
か
ら
中
央
公

民
館
、
各
公
民
館
、
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
、
南
河
原
隣
保
館
で
配
布
（
1

人
2
枚
ま
で
）
※
中
央
公
民
館
は
12

月
25
日
㈫
、
各
公
民
館
・
地
域
交
流

セ
ン
タ
ー
・
南
河
原
隣
保
館
は
12
月

23
日
㈰
・
24
日
㈪
休
館　

▼
主
催　

行
田
市
、
行
田
市
教
育
委
員
会
、
行

田
市
人
権
教
育
推
進
協
議
会
、
熊

谷
・
秩
父
人
権
啓
発
活
動
地
域
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
協
議
会
ほ
か　
▼
そ
の
他　

手
話
通
訳
、
ひ
と
と
き
保
育
（
2
歳

以
上
の
未
就
学
児
）
あ
り
。
保
育
を

希
望
す
る
方
は
、
平
成
25
年
1
月
11
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行
田
市
人
権
教
育

合
同
学
習
講
演
会

農
業
カ
ル
チ
ャ
ー
講
座

講

　
　座

進修館高等学校　公開講座
講座名 日　　時 場所 講師 対象 募集人数 申込期間

【書道】 
年賀状を筆で書き、書き初め

を淡墨で書いてみよう

【年 賀 状】12月16日㈰
　　　　午前9時～正午

県立進修館高等学校 
東校舎2階大会議室 赤荻竹一さん 一般 各20人 

（先着順）

12月15日㈯まで

【書き初め】平成25年1月6日㈰ 
　　　　①午前9時～正午 
　　　　②午後1時～4時 
　　　　（半日でも参加可）

12月21日㈮まで

【理科（生物）】 
植物分類入門2012

12月15日㈯ 
午前9時～11時30分 荒川河川敷（熊谷市）

三上忠仁さん 一般
各25人 

（先着順） 
※各講座ごと

に受講可

平成25年2月28
日㈭まで随時

平成25年1月26日㈯ 
午前9時～11時30分 谷津の里（滑川町）

平成25年2月16日㈯ 
午前9時～11時30分 鐘撞堂山（寄居町）

平成25年3月16日㈯ 
午前9時～11時30分 森林公園（熊谷市）

▶受 講 料 無料※書道は用紙代実費
▶申し込み 希望講座名・日時、住所、氏名（ふりがな）、電話番号を明記の上、はがき（必着）またはＦＡＸ
 （様式自由）で同校
 【郵　送】〒361―0023 行田市長野1320 県立進修館高等学校
 【ＦＡＸ】550―1058
▶問い合わせ 同校☎556―6291
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ン
グ
を
中
心
と
し
た
演
奏　
▼
演
奏

者　
加
藤
栄
さ
ん　
▼
入
館
料　
大

人
4
0
0
円
、
小
・
中
学
生
2
0
0

円
※
障
害
者
割
引
あ
り

▼
日
時　
12
月
22
日
㈯
午
後
2
時
開

演　
▼
場
所　
産
業
文
化
会
館
ホ
ー

ル　

▼
内
容　

ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン

サ
ー
ト
【
1
部
】
ニ
ュ
ー
シ
ネ
マ
パ

ラ
ダ
イ
ス
や
サ
ウ
ン
ド
オ
ブ
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
な
ど
の
映
画
音
楽
【
2
部
】

ク
リ
ス
マ
ス
メ
ド
レ
ー
な
ど　
▼
出

演　
行
田
音
楽
家
協
会　
▼
入
場
無

料▼
日
時　
平
成
25
年
1
月
1
日
㈫
午

前
6
時
～
9
時
（
入
館
受
け
付
け

は
午
前
8
時
30
分
ま
で
）　

▼
場
所　

古
代
蓮
会
館　
▼
内
容　
無
料
お
し

る
こ
サ
ー
ビ
ス
、
福
袋
の
販
売
、
は

ず
れ
無
し
の
お
楽
し
み
抽
選
会
。
な

お
、
日
の
出
の
時
間
帯
（
午
前
6
時

～
7
時
15
分
）
の
展
望
室
利
用
は
、

先
着
70
人
限
定
と
し
ま
す
。※
当
日
、

受
け
付
け
時
に
整
理
券
を
配
布　
▼

入
館
料　
大
人
4
0
0
円
、
小
・
中

学
生
2
0
0
円
※
障
害
者
割
引
あ
り

▼
日
時　
1
月
22
日
～
2
月
26
日
の

毎
週
火
曜
日
（
全
6
回
）
午
後
1
時

30
分
～
3
時
30
分　
▼
場
所　
南
河

原
隣
保
館
生
活
改
善
室　

▼
内
容　

絵
も
文
字
も
下・

手・

さ
が
魅
力
…
そ
ん

な
個
性
的
な
絵
手
紙
を
描
く　
▼
講

師　

大
沼
栄
蔵
さ
ん　

▼
材
料
費　

5
0
0
円　
▼
そ
の
他　
初
め
て
の

方
も
大
歓
迎　
▼
�
・
問　
同
館
☎

5
5
7
―
3
3
3
4

　
公
益
社
団
法
人
埼
玉
犯
罪
被
害
者

援
助
セ
ン
タ
ー
で
は
、
犯
罪
や
事
故

に
遭
っ
て
し
ま
っ
た
方
お
よ
び
そ
の

家
族
の
「
心
の
痛
み
」
に
、
専
門
の

相
談
員
が
寄
り
添
い
ま
す
。

▼
相
談
時
間　
月
～
金
曜
日
の
午
前

9
時
～
午
後
4
時
（
祝
日
、
年
末
年

始
を
除
く
）　

▼
そ
の
他　

面
接
相

談
お
よ
び
弁
護
士
相
談
は
予
約
制

（
秘
密
厳
守
・
無
料
）　
▼
問　
同
セ

ン
タ
ー
（
さ
い
た
ま
市
南
区
沼
影
1

―
10
―
1 

ラ
ム
ザ
タ
ワ
ー
3
階
）

☎
0
4
8
―
8
6
5
―
7
8
3
0

▼
日
時　
12
月
15
日
㈯
～
25
日
㈫
午

前
9
時
～
午
後
9
時
（
入
館
受
け
付

け
は
午
後
8
時
30
分
ま
で
）　

▼
場

所　
古
代
蓮
会
館　
▼
内
容　
開
館

時
間
の
延
長
、
野
菜
や
菓
子
の
特
別

販
売
、
展
望
室
か
ら
の
夜
景　
▼
入

館
料　
大
人
4
0
0
円
、
小
・
中
学

生
2
0
0
円
※
障
害
者
割
引
あ
り　

▼
そ
の
他　
園
内
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
は
12
月
1
日
㈯
か
ら
平
成
25
年
1

月
15
日
㈫
ま
で
点
灯

▼
日
時　
12
月
15
日
㈯
午
前
9
時
～

午
後
0
時
30
分
（
開
場
は
午
前
8
時

20
分
か
ら
）　
▼
場
所　
「
グ
リ
ー
ン

ア
リ
ー
ナ
」
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
・
サ

ブ
ア
リ
ー
ナ　
▼
内
容　
ブ
ロ
ッ
ク

別
（
3
～
4
チ
ー
ム
）
の
リ
ー
グ
戦

と
し
、
各
チ
ー
ム
2
試
合
の
親
善
試

合
を
行
う　
▼
対
象　
市
内
の
小
学

3
年
生
～
6
年
生　
▼
�　
各
小
学

校
お
よ
び
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
で
配

布
す
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
12
月
8
日
㈯
午
前
8
時
30
分

～
9
日
㈰
午
後
9
時
に
グ
リ
ー
ン
ア

リ
ー
ナ
窓
口

▼
日
時　
12
月
16
日
㈰
午
後
1
時
～

4
時　
▼
場
所　
古
代
蓮
会
館　
▼

協
力　

吉
田
初
代
さ
ん
（
全
国
創

作
ね
ん
土
人
形
の
会
「
サ
ン
・
ク

ラ
フ
ト
・
ド
ー
ル
」）　

▼
参
加
費　

2
5
0
円
（
材
料
費
1
体
分
）　

▼

そ
の
他　
別
途
、
古
代
蓮
会
館
入
館

料
（
大
人
4
0
0
円
、
小
・
中
学
生

2
0
0
円
※
障
害
者
割
引
あ
り
）
が

必
要　
▼
�　
開
催
時
間
中
随
時
受

け
付
け

▼
日
時　
12
月
21
日
㈮
午
後
6
時
30

分
～
8
時　
▼
場
所　
古
代
蓮
会
館

休
憩
所　
▼
内
容　
ク
リ
ス
マ
ス
ソ

	 《住民基本台帳人口》
行田市の人口と世帯	 人口85,992人　男42,807人　女43,185人　世帯数33,558世帯
（平成24年11月1日現在）	 10月中の異動　出生62人　転入等170人　死亡60人　転出等215人23
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「
心
の
痛
み
」

ご
相
談
く
だ
さ
い

絵
手
紙
教
室

行
田
市
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会

小
学
生
体
力
向
上
＆
ふ
れ
あ

い
親
善
試
合

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

10
万
石
の
夜
景
＆
10
万
球
の

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
～
古
代
蓮

の
里
プ
レ
ミ
ア
ム
イ
ベ
ン
ト
～

古
代
蓮
会
館

手
作
り
紙
ね
ん
土
細
工
講
座

“
古
代
蓮
の
ス
ノ
ー
マ
ン
”

古
代
蓮
会
館

ハ
ー
モ
ニ
カ
コ
ン
サ
ー
ト

　
　
　
　

in

ク
リ
ス
マ
ス

古
代
蓮
会
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初
日
の
出
」

2
0
1
3
年
～
タ
ワ
ー
か
ら
ご
来
光
～

教

　
　室

相

　
　談

申し込み・問い合わせ
産業文化会館

http://www.ikiiki-zaidan.or.jp/index.html
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浮 き 城 の 径浮 き 城 の 径
う しろ みちう しろ みち

　このコーナーでは、行田の歴史や名所、名物などを行田ゼリー
フライキャラクターのこぜにちゃんが分かりやすく紹介します。

　浮
う

き城
しろ

の径
みち

は、市
し

役
やくしょ

所と埼
さいたまけん

玉県地
ちほ う

方庁
ちょうしゃ

舎の間
あいだ

の敷
しき

地
ち

を

利
り

用
よう

して、平
へいせい

成 6年
ねん

3 月
がつ

にできた遊
ゆう

歩
ほ

道
どう

なんだ。日
に

本
ほん

庭
てい

園
えん

を連
れんそう

想させる池
いけ

や小
おが わ

川、あずまやなどがあり、その周
まわ

りにはサザンカやスイセン、クマザサなどの植
しょくぶつ

物が植
しょく

栽
さい

されているよ。

　今
いま

では、市
し

民
みん

の皆
みな

さんのやすらぎの場
ば

として、とて

も親
した

しまれているんだ。小
お

川
がわ

のせせらぎを聞
き

きながら、

石
いしだたみ

畳の遊
ゆう

歩
ほ

道
どう

を歩
ある

いて、リフレッシュしてみませんか。
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　11月11日、市役所周辺で開催された第33回行田商工祭・忍城時代ま
つり。忍城東門前の橋では、火縄銃の演武が行われました。
　映画「のぼうの城」で実際に使われた迫力満点の銃声に、訪れた誰もが
圧倒されていました。

　

江
戸
時
代
、
忍
城
に
通
じ
る
幹
線
道
路
は
、
館
林

か
ら
行
田
を
通
り
、
鴻
巣
へ
と
至
る
日
光
館
林
道
で

し
た
。
街
道
は
館
林
か
ら
利
根
川
を
渡
っ
て
、
羽
生

市
川
俣
の
関
所
か
ら
忍
藩
領
に
入
り
、
現
在
の
主
要

地
方
道
佐
野
行
田
線
と
ほ
ぼ
同
じ
ル
ー
ト
を
南
下
し

て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
長
野
広
小
路
か
ら
現
在
の

桜
町
の
商
店
街
を
抜
け
、
小
沼
橋
を
渡
り
長
野
口
か

ら
忍
城
下
へ
と
入
っ
て
い
き
ま
し
た
。

 

当
時
の
長
野
口
は
、
小
沼
橋
を
渡
っ
た
所
が
小

島
に
な
っ
て
い
て
、
そ
こ
か
ら
南
側
に
も
う
ひ
と

つ
橋
を
渡
っ
た
所
に
長
野
口
門
が
設
け
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
忍
川
の
小
沼
橋
脇
に
は
船
着
場
が
あ
り
、

見
沼
代
用
水
を
経
て
江
戸
へ
と
向
か
う
舟し

ゅ
う
う
ん運
の
起

点
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
城
下
町
の
入
り

口
で
、
街
道
と
船
着

場
に
つ
な
が
っ
て
い

た
こ
と
か
ら
、
長
野

口
は
人
の
往
来
が
多

く
、
幕
末
に
は
番
所

や
高こ

う
さ
つ
ば

札
場
が
設
け
ら

れ
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

 

ま
た
、「
忍
城
戦
記
」

「
成
田
記
」
な
ど
に

は
、
石
田
三
成
率
い

る
豊
臣
軍
が
忍
城
を

攻
め
た
と
き
、
こ
の

長
野
口
で
戦
が
繰
り

忍
城
物
語

江
戸
時
代
の
忍
城
を
歩
く
1

　東
か
ら
城
内
へ

行田

歴
史
系
譜

9

225

広
げ
ら
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
残
念
な
が
ら
こ

れ
ら
の
書
物
は
後
世
に
記
さ
れ
た
軍
記
物
で
あ
り
、

史
実
で
あ
る
と
は
言
い
難
い
で
す
が
、
古
く
か
ら
長

野
口
が
忍
城
の
東
の
玄
関
口
と
し
て
重
要
な
場
所
で

あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
し
ょ
う
。

 

長
野
口
門
か
ら
城
下
に
入
っ
た
下
町
は
、
愛あ

た
ご宕
神

社
と
今
は
な
い
長
徳
寺
の
門
前
町
で
し
た
。
桑
名
か

ら
忍
に
移
っ
た
松ま

つ
だ
い
ら
た
だ
た
か

平
忠
堯
が
、忍
城
初
入
場
の
際
に
、

長
徳
寺
・
愛
宕
神
社
の
境
内
で
行
列
を
整
え
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
恐
ら
く
行
列
は
、
現
在
の
国
道

1
2
5
号
と
同
じ
ル
ー
ト
を
た
ど
っ
て
本
陣
の
あ
っ

た
本
町
を
通
り
、
現
在
の
武
蔵
野
銀
行
の
前
で
新
町

通
り
へ
と
曲
が
る
日
光
館
林
道
と
別
れ
て
直
進
し
、

商
工
セ
ン
タ
ー
の
東
側
を
南
下
し
て
い
た

忍
城
の
外
堀
に
突
き
当
た
る
と
南
に
折
れ

て
新
店
通
り
に
入
り
、
枡ま

す

形
城
門
か
ら
城

内
へ
と
入
っ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

推
測
さ
れ
ま
す
。

　

城
内
に
入
っ
て
か
ら
は
、
大
手
門
を
抜

け
て
武
家
屋
敷
が
並
ん
で
い
た
内
行
田
の

通
り
に
出
て
南
に
下
り
、
現
在
の
ド
ラ
ッ

グ
セ
イ
ム
ス
行
田
中
央
店
の
所
を
西
に
曲

が
っ
て
、
沼
橋
門
か
ら
御
三
階
櫓
へ
と
向

か
っ
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
近
年
の
発
掘
調
査
で
、
現
在
の

行
田
市
民
プ
ー
ル
付
近
に
あ
っ
た
沼
橋
門

へ
と
続
く
江
戸
時
代
の
道
路
跡
が
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。

 
 
 

（
文
化
財
保
護
課　

中
島　

洋
一
）

沼橋門へと続く江戸時代の道路跡


